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審 査 の 結 果 の 要 旨 
 
進行あるいは再発した腎癌に対する根治的な治療法は現在のところ存在しない。

本研究では、分子シャペロンとプロテアソームを同時に阻害することで、細胞内に

異常蛋白を蓄積し、小胞体ストレスを誘導することにより、効果的に癌細胞を死滅

できるかどうかが検討された。腎癌培養株769-P、786-O、Caki-2、Rencaを用いて、

ヒストン脱アセチル化酵素（HDAC）阻害薬 belinostatとHIV protease阻害薬

ritonavirの併用、およびritonavir と新規プロテアソーム阻害薬delanzomibの併用

を行った検討がなされ、分子シャペロンとプロテアソームの同時阻害が、効率的に

小胞体ストレスを誘導し、腎癌細胞を死滅させることが示唆された。 

本研究の成果に基づき、腎癌に対するこれら併用療法の将来的な臨床応用が期待

される。よって、本論文の学術的価値は高く博士（医学）として合格と判断した。 


